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大
空
へ

平成２８年３月⑴

　

東
シ
ナ
海
に
面
し
た
薩
摩
半

島
羽
島（
鹿
児
島
県
い
ち
き
串

木
野
市
）に
、
赤
レ
ン
ガ
の
洋

館
「
薩
摩
藩
英
国
留
学
生
記
念

館
」
が
建
っ
て
い
る
。そ
こ
は
、

１
８
６
５
年
４
月
、日
本
は
ま
だ

鎖
国
の
最
中
、
洋
行
は
禁
止
さ

れ
て
い
た
時
代
に
、
新
式
器
機

購
入
や
近
代
技
術
・
知
識
習
得

に
よ
る
藩
産
業
の
近
代
化
の
た

め
、若
き
薩
摩
藩
士
19
名
が
イ

ギ
リ
ス
へ
出
発（
出
航
）し
た
場

所
で
あ
る
▼
記
念
館
に
は
、
派

遣
さ
れ
た
19
名
の
留
学
ま
で
の

い
き
さ
つ
や
留
学
ま
で
の
経
路
、

彼
ら
の
功
績
に
つ
い
て
記
さ
れ
て

お
り
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説

「
あ
さ
が
来
た
」で
デ
ィ
ー
ン
・

フ
ジ
オ
カ
演
じ
る“
五
代
さ
ま
”

こ
と
五
代
友
厚
も
そ
の
一
人
で
あ

る
▼
五
代
は
、
薩
英
戦
争
で
イ

ギ
リ
ス
側
の
捕
虜
と
な
り
、
幕

吏
や
攘
夷
派
か
ら
逃
れ
る
た
め

に
潜
伏
し
て
い
た
長
崎
で
ト
ー

マ
ス
・
グ
ラ
バ
ー
と
懇
意
の
間
柄

に
な
り
、世
界
の
情
勢
を
知
り

危
機
感
を
感
じ
「
こ
れ
か
ら
は

海
外
に
留
学
し
、西
洋
の
技
術

を
習
得
し
て
こ
な
い
と
世
界
の

大
勢
に
遅
れ
、国
の
発
展
に
役

立
ち
ま
せ
ん
」
と
薩
摩
藩
に
対

し
て
今
後
の
国
づ
く
り
に
対
す

る
上
申
書
を
提
出
し
た
張
本
人

で
あ
る
▼「
薩
摩（
鹿
児
島
）の

偉
人
」と
聞
か
れ
た
ら
、西
郷
隆

盛
や
大
久
保
利
通
を
思
い
浮
か

べ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。西

郷
ら
の
幕
末
か
ら
明
治
維
新
に

か
け
て
の
活
躍
は
周
知
の
と
お

り
だ
が
、平
成
30
年
に
明
治
維

新
か
ら
１
５
０
年
を
迎
え
る
鹿

児
島
で
、明
治
維
新
ま
で
の
激

動
の
時
代
を
歩
ん
で
き
た
薩
摩

藩
の
足
跡
に
触
れ
、そ
の
魅
力

を
再
認
識
し
、歴
史
を
体
験
し

て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
。「
達

者
で
生
き
っ
た
も
ん
せ
。そ
れ
で

は
、ま
た
ど
こ
か
で
会
い
ま
し
ょ

う
。グ
ッ
ド
バ
イ
！
」（
Ｍ
・Ｉ
）

　

本
財
団
で
は
、
こ
れ
ま
で

本
学
学
生
、
保
護
者
、
教
職

員
、
教
育
関
係
機
関
関
係
者

の
み
な
ら
ず
、
大
隅
地
区
、

鹿
児
島
県
内
外
全
域
に
わ

た
っ
て
財
団
月
報
「
蒼
天
」

を
お
配
り
し
、
皆
様
方
に
少

し
で
も
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
き
、
鹿
屋
体
育
大
学
を
応

援
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

全
国
で
た
だ
一
つ
の
国
立
の

４
年
制
体
育
大
学
で
あ
る
鹿

屋
体
育
大
学
に
関
す
る
情
報

を
お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
。

　

お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、

「
蒼
天
」
は
平
成
３
年
４
月

て
き
ま
す
。
是
非
、
鹿
屋
体

育
大
学
か
ら
多
く
の
学
生
、

卒
業
生
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出

場
を
果
た
し
、
で
き
れ
ば
メ

ダ
ル
獲
得
の
朗
報
を「
蒼
天
」

に
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
昨
今
鹿
屋
体
育
大

学
の
名
も
か
な
り
広
ま
っ
て

い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す

が
、
さ
ら
に
広
め
て
い
く
た

め
に
は
ま
だ
ま
だ
様
々
な
Ｐ

Ｒ
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、「
蒼
天
」は
、

情
報
提
供
だ
け
で
な
く
、
鹿

屋
体
育
大
学
の
歴
史
を
記
録

と
し
て
残
し
て
い
く
側
面
も

持
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
も
、「
蒼
天
」
を
毎
月

発
行
し
続
け
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
本
財
団
へ
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
本
財
団
は
鹿

屋
体
育
大
学
及
び
学
生
諸
君

を
物
心
両
面
か
ら
支
え
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

も
、
公
益
財
団
と
し
て
よ
り

一
層
援
助
で
き
る
よ
う
、
精

一
杯
努
力
し
て
い
く
所
存
で

す
。
そ
し
て
、
今
後
と
も
、

鹿
屋
体
育
大
学
の
様
々
な
情

報
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

財
団
月
報
「
蒼
天
」
を
何
と

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昭
和
58
年
11
月
に
設
立
し
た
本
財
団
は
、
平
成
３
年
４
月
に
財
団
月
報
「
蒼
天
」
を
創
刊

し
、
今
号
で
３
０
０
号
と
な
り
ま
し
た
。
発
行
か
ら
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
振
り
返
り
ま
す
。

財
団
月
報「
蒼
天
」３
０
０
号
の
歩
み

に
創
刊
号
を
発
行
し
て
以

来
、
今
月
で
通
算
３
０
０
号

を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。本
財
団
が
こ
れ
ま
で「
蒼

天
」
を
一
度
も
欠
か
す
こ
と

な
く
、
毎
月
発
行
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
の
も
、
ひ
と

え
に
、
賛
助
会
費
、
寄
付
金

及
び
広
告
費
等
、
皆
様
方
か

ら
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協

力
の
賜
と
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
財
団
は
、
鹿
屋

体
育
大
学
の
教
育
の
振
興
に

資
す
る
た
め
に
必
要
な
助

成
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動

に
お
い
て
優
れ
た
成
績
を
収

め
た
学
生
及
び
競
技
団
体
に

対
す
る
奨
学
金
の
給
付
等
を

行
う
と
と
も
に
、
鹿
屋
体
育

大
学
に
お
け
る
体
育
・
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
と
競
技
力
の

向
上
に
資
す
る
事
業
を
展
開

し
、
併
せ
て
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
の
育
成
な
ど
地
域
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
並
び
に
国
民
の
健

康
及
び
体
力
の
増
進
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事

業
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

学
生
諸
君
が
各
種
目
の
競

技
大
会
で
輝
か
し
い
成
績
を

残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

結
果
に
こ
れ
ま
で
の
本
財
団

の
活
動
が
少
し
で
も
お
役
に

立
て
て
い
れ
ば
大
変
喜
ば
し

い
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら

も
学
生
諸
君
の
見
事
な
活
躍

の
様
子
を
、「
蒼
天
」
を
通

し
て
皆
様
方
に
お
届
け
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
願
う

ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。

　

折
し
も
本
年
は
リ
オ
デ

ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
催
さ
れ
、
４
年
後
に
は

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
や
っ

財
団
月
報
「
蒼
天
」

３
０
０
号
を
迎
え
て

公
益
財
団
法
人
鹿
屋
体
育
大
学
体
育
・
　
　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
教
育
財
団
　

理
事
長
　
風
呂
井
　 

敬

平成 ３ 年 ４月号 鹿屋体育大学 財団月報「蒼天」創刊

平成 ５ 年 10月号 鹿屋体育大学開学１０周年記念式典
開催

平成 11 年 ７月号 蒼天１００号を発行

平成 13 年 10月号 鹿屋体育大学開学２０周年記念式典
開催

平成 16 年

４月号 国立大学法人鹿屋体育大学発足
５月号 柴田亜衣選手、アテネ五輪出場決定

９月号 柴田亜衣選手、アテネ五輪競泳女子
８００ｍで金メダル獲得

平成 19 年 11月号 蒼天２００号を発行

平成 20 年 ９月号 学生、卒業生４選手が競泳、バレー
ボールで北京五輪に出場

平成 21 年 11月号 東京サテライトキャンパス入学式・
開所式

平成 23 年
５月号 本財団が、財団法人から公益財団法

人へ移行

11月号 鹿屋体育大学開学３０周年記念事業
開催

平成 24 年 ９月号 学生、卒業生４選手が競泳、自転車
競技でロンドン五輪に出場

平成 26 年 ４月号 紙面デザインを一新
平成 28 年 ３月号 蒼天３００号を発行

平成３年４月号
タイトル「蒼天」は、あおぞらの意
学生達が好んで用いる言葉からとった

平成16年９月号
大学初の五輪選手が、金メダルを獲得！
夢が実現した
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２
月
16
日
、
鹿
屋
体
育
大

学
及
び
本
財
団
主
催
に
よ
る

平
成
27
年
度
「
競
技
成
績
報

告
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
平
成
27
年
度
に

世
界
大
会
出
場
や
全
国
大
会

優
勝
な
ど
、
競
技
大
会
で
優

秀
な
成
績
を
収
め
た
学
生

（
団
体
及
び
個
人
）
の
健
闘

を
讃
え
る
と
と
も
に
、
日
頃

支
援
を
い
た
だ
い
て
い

る
学
内
外
の
協
力
者
に

対
し
、
感
謝
の
意
を
こ

め
て
競
技
成
績
の
報
告

を
行
う
た
め
に
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。

　

同
大
の
学
生
食
堂
で

行
わ
れ
た
会
は
立
食
形

式
で
行
わ
れ
、
川
西
正

志
理
事
の
主
催
者
挨
拶
、

中
西
茂
鹿
屋
市
長
に
よ

る
来
賓
挨
拶
、
本
財
団
の

風
呂
井
敬
理
事
長
に
よ

る
乾
杯
の
発
声
で
、
和

や
か
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
陸
上
競
技

部
、
柔
道
部
、
剣
道
部
、

な
ぎ
な
た
部
、
水
泳
部
、

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部
、
自
転
車
競

技
部
、
カ
ヌ
ー
部
、

漕
艇
部
、
ヨ
ッ
ト

部
の
10
サ
ー
ク
ル

の
顧
問
に
よ
る
選

手
の
紹
介
な
ら
び

に
活
動
報
告
が
行

わ
れ
、
出
席
し
た

本
財
団
関
係
者
を

は
じ
め
と
す
る
学

内
外
の
出
席
者
が
、

盛
大
に
祝
福
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー

ツ
分
野
の
成
績
が

顕
著
で
、
鹿
屋
市
の

名
声
を
高
め
た
者

に
贈
ら
れ
る
鹿
屋
市
ス
ポ
ー

ツ
奨
励
金
の
贈
呈
式
も
執
り

行
わ
れ
、
対
象
と
な
っ
た
４

団
体
、27
個
人
を
代
表
し
て
、

自
転
車
競
技
部
の
橋
本
英
也

さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
総
合
課
程

４
年
）
に
中
西
市
長
か
ら
奨

励
金
目
録
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　

２
月
２
日
、
上
海
体
育
学

院
（
中
華
人
民
共
和
国
）
の

陳
佩
杰
（
チ
ン
ペ
イ
ジ
）
院

長
ら
一
行
が
、
鹿
屋
体
育
大

学
を
訪
問
し
ま
し
た
。
上
海

体
育
学
院
と
鹿
屋
体
育
大

学
は
、
昨
年
11
月
に
学
術
交

流
協
定
の
更
新
を
行
っ
て
お

り
、
今
回
は
、
交
流
を
通
じ

た
相
互
の
発
展
に
む
け
て
、

双
方
の
役
職
員
が
、
教
育
・

研
究
、
大
学
運
営
等
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　

１
月
19
日
～
30
日
、
２
０ 

１
６
年
ア
ジ
ア
自
転
車
競
技

選
手
権
大
会
が
伊
豆
ベ
ロ
ド

ロ
ー
ム
（
静
岡
県
）
で
開
催

さ
れ
、
日
本
代
表
と
し
て
出

場
し
た
鹿
屋
体
育
大
学
自
転

車
競
技
部
の
橋
本
英
也
さ
ん

（
ス
ポ
ー
ツ
総
合
課
程
４
年
）

が
、
男
子
オ
ム
ニ
ア
ム
を
制

し
、
見
事
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
上
野
み
な
み
さ
ん

（
修
士
課
程
２
年
）
が
女
子

ポ
イ
ン
ト
レ
ー
ス
で
、
塚
越

さ
く
ら
さ
ん
（
同
２
年
）
が

女
子
オ
ム
ニ
ア
ム
で
銅
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
た
他
、
団
体

追
い
抜
き
で
は
原
田
裕
成
さ

ん
（
ス
ポ
ー
ツ
総
合
課
程
４

年
）、
塚
越
さ
ん
、
上
野
さ

ん
が
出
場
し
た
日
本
チ
ー
ム

が
男
女
と
も
に
銀
メ
ダ
ル
を

獲
得
。
Ｕ
23
男
子
タ
イ
ム
ト

ラ
イ
ア
ル
で
も
、
山
本
大
喜

さ
ん
（
同
２
年
）
が
銅
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

福永学長（左）と陳院長

優勝を決めた橋本さん

表彰を受ける島津さん伊藤知事を囲んで

鹿屋市スポーツ奨学金の贈呈 風呂井理事長の挨拶

橋
本
英
也
さ
ん
、

ア
ジ
ア
自
転
車
競
技
選
手
権
大
会
で

金
メ
ダ
ル
獲
得
！

上
海
体
育
学
院
長
ら
来
学

　

第
54
回
南
日
本
ス
ポ
ー

ツ
賞(

南
日
本
新
聞
社
主

催)

の
贈
賞
式
が
２
月
７

日
、
南
日
本
新
聞
会
館
み

な
み
ホ
ー
ル(

鹿
児
島
市)

で
行
わ
れ
、
鹿
屋
体
育
大

学
か
ら
は
、
剣
道
部
女

子
、
な
ぎ
な
た
部
、
自
転

車
競
技
部
、
カ
ヌ
ー
部
、

ヨ
ッ
ト
部
が
優
秀
団
体
賞

を
、
堀
歩
未
さ
ん
（
武
道

課
程
２
年
・
柔
道
）
が
優

秀
個
人
賞
を
、
竪
山
将
さ

ん
（
同
４
年
・
柔
道
）
が

特
別
賞
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞

し
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
２
０
１
５

年
度
に
国
内
外
の
大
会
で

顕
著
な
活
躍
を
し
た
個

人
・
団
体
な
ど
を
表
彰
す

　

平
成
27
年
度
に
国
際
大
会

及
び
全
国
大
会
等
の
競
技
大

会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
、

鹿
児
島
県
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

に
貢
献
し
た
選
手
ら
に
贈
ら

れ
る
、
鹿
児
島
県
知
事
表
彰

「
ス
ポ
ー
ツ
部
門
」
の
表
彰

式
が
２
月
３
日
、
鹿
児
島
県

庁（
鹿
児
島
市
）で
行
わ
れ
、

鹿
屋
体
育
大
学
か
ら
、
自
転

車
競
技
部
、
柔
道
部
、
カ

ヌ
ー
部
の
７
名
が
受
賞
し
ま

し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
伊
藤
祐
一

郎
鹿
児
島
県
知
事
か
ら
受
賞

者
一
人
一
人
に
賞
状
と
と
も

に
、
ト
ロ
フ
ィ
や
メ
ダ
ル
が

手
渡
さ
れ
「
皆
さ
ん
の
活
躍

が
、
多
く
の
県
民
に
感
動
と

活
力
を
与
え
て
く
れ
た
」
と

祝
福
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

鹿
児
島
県
知
事
表
彰

「
ス
ポ
ー
ツ
部
門
」
に
７
名
受
賞

鹿屋体育大学関係の受賞者

個
人

競技名 氏名 功　　　績

自転車競技 野上　竜太 全日本自転車競技選手権大会トラック・レース
１km タイムトライアル　優勝

柔道 堀　　歩未 ユニバーシアード競技大会
柔道競技　女子団体　優勝

カヌー
島津早耶子 日本カヌースプリント選手権大会　

女子カナディアンペア 500m 　優勝

田村　京子
田中　香奈

日本カヌースプリント選手権大会
女子カヤックペア 200m　優勝

団
体 自転車競技

野上　竜太
堀　　航輝
山口　大貴

全日本自転車競技選手権大会トラック・レース
チームスプリント　優勝

る
も
の
で
、
今
回

は
、
優
秀
団
体
賞
６

団
体
、
優
秀
個
人
賞

４
人
、
特
別
賞
１
人

が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　

式
で
は
、
南
日
本

新
聞
社
の
逆
瀬
川
尚

文
代
表
取
締
役
社
長

か
ら
受
賞
者
に
、
表

彰
状
と
と
も
に
団
体

に
は
メ
ダ
ル
、
個
人

に
は
楯
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
受
賞
者
を

代
表
し
て
竪
山
さ
ん

が
「
こ
れ
ま
で
に
い

た
だ
い
た
た
く
さ
ん

の
声
援
や
恩
師
の
教

え
を
忘
れ
ず
、
目
標

達
成
に
邁
進
し
て
い

き
た
い
」
と
今
後
の

抱
負
を
述
べ
ま
し

た
。

鹿屋体育大学関係の受賞者

優秀団体賞

剣道部女子 全日本女子学生剣道優勝大会　優勝
なぎなた部 全日本学生なぎなた選手権大会　優勝

自転車競技部 全日本大学対抗選手権自転車競技大会
総合優勝

カヌー部 全日本学生カヌースプリント選手権大会
男子総合優勝

ヨット部 全日本学生ヨット選手権大会スナイプ級　優勝
優秀個人賞 堀　歩未 ユニバーシアード競技大会柔道女子団体　優勝

特別賞 竪山　将 講道館杯全日本体重別選手権男子 66kg 級　優勝

南
日
本
ス
ポ
ー
ツ
賞

５
団
体・２
個
人
が
受
賞

平
成
27
年
度「
競
技
成
績

報
告
会
」を
開
催

　

意
見
交
換
後
、
一
行
は
ス

ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研

究
棟
や
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
な
ど
、
鹿
屋
体
育
大
学

の
特
色
あ
る
施
設
を
見
学
し

ま
し
た
。
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様
性
と
可
能
性
」、
鹿
児
島

県
体
育
協
会
の
永
田
智
和

ク
ラ
ブ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
よ
り

「
鹿
児
島
県
に
お
け
る
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

現
状
と
課
題
」
と
題
し
た
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　体操競技部は現在総勢 25 名が北川淳一先
生、村田憲亮先生のご指導のもと活動してい
ます。今年度は男子が飛躍の年となり、創部
以来、初の 2015 年全日本インカレ男子団体
総合４位に入賞することができました。さら
に団体日本一を決める全日本団体体操競技
選手権おいて、２年連続で決勝に進出するこ
とができました。女子は部員３名で活動して
いますが、九州学生新人大会において宮崎望
が準優勝することができました。また１年生
の前野風哉においてはU－ 21 日本代表に選
出され３月に行われる国際大会への出場を
控えております。
　28 年度の目標として、男子は昨年の全日

本インカレ４位を上回る３位を目標に、女子
は全日本インカレでの個人決勝出場を目標
に日々練習に励んでいます。
　現在の体操競技はＤスコア（技の難しさ）
とＥスコア（演技の美しさ）に分かれており、
Ｄスコアの向上なくして高得点を狙える時
代ではありません。
　しかし鹿屋体育大学体操競技部の本来の
目指すべき方向は美しく、姿勢欠点のない演
技であることを忘れてはいけません。それに
加え失敗のない演技をすることにより今年
の目標を達成出来るように日々練習に励も
うと思っておりますので応援よろしくお願
いします。体操競技部

サークル紹介

「
学
長
と
指
導
教
員
、留
学
生
と
の
懇
談
会
」を
開
催

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
２

月
８
日
に
平
成
27
年
度
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
実
践
セ
ン
タ
ー

協
力
者
会
議
を
開
催
し
ま

し
た
。
同
会
議
は
、
健
康
づ

く
り
や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
・
振
興
を
図
る
た
め
に
、

専
門
的
知
識
を
有
す
る
学
識

経
験
者
及
び
健
康
づ
く
り
や

市
民
ス
ポ
ー
ツ
に
関
連
す
る

方
々
か
ら
広
く
意
見
を
求
め

る
た
め
に
毎
年
１
回
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、「
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
役
割
と

課
題
」
を
テ
ー
マ
に
、
地
域

に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の

担
い
手
と
し
て
育
成
が
推
進

さ
れ
て
き
た
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
対
し
て
ど

の
よ
う
な
役
割
が
期
待
さ
れ

る
の
か
、
今
後
の
展
望
と
課

題
を
見
出
す
こ
と
を
目
的
に

開
催
さ
れ
、
鹿
児
島
県
や
各

市
町
村
の
健
康
増
進
・
市
民

ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
、
鹿
児
島

県
内
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
関

係
者
の
出
席
を
得
て
、
研
究

協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
庁

健
康
ス
ポ
ー
ツ
課
の
岡
﨑
健

一
課
長
補
佐
よ
り
「
日
本
の

ス
ポ
ー
ツ
、
健
康
・
体
力
づ

く
り
政
策
と
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
期
待
さ
れ

る
役
割
」、
龍
谷
大
学
の
松

永
敬
子
教
授
よ
り
「
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
多

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
実
践
セ
ン
タ
ー

協
力
者
会
議
を
開
催
　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
1

月
29
日
に
「
学
長
と
指
導
教

員
、
留
学
生
と
の
懇
談
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
懇
談
会
は
、
留
学
生

の
日
頃
の
勉
学
や
研
究
の
状

況
、悩
み
や
疑
問
に
つ
い
て
、

大
学
教
職
員
へ
伝
え
る
こ
と

で
、
よ
り
よ
い
留
学
生
活
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
毎

年
開
催
し
て
い
る
も
の
で

す
。

　

は
じ
め
に
、
福
永
哲
夫
学

長
か
ら
日
本
語
、
中
国
語
、

韓
国
語
及
び
英
語
に
よ
る
留

学
生
へ
の
激
励
の
挨
拶
が
あ

り
、
続
い
て
留
学
生
か
ら
、

自
分
な
り
の
目
標
を
掲
げ
毎

日
勉
強
と
部
活
を
頑
張
っ
て

い
る
こ
と
、
日
本
人
学
生
と

の
交
流
に
よ
り
充
実
し
た
毎

日
を
過
ご
し
て
い
る
こ
と

等
、
勉
学
や
研
究
の
状
況
に

つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
来
月
帰
国
予
定

の
学
生
２
人
か
ら
は「
韓
国・

日
本
両
方
の
地
で
就
職
活
動

を
行
っ
て
い
き
た
い
」「
大

学
院
へ
進
学
す
る
た
め
に
勉

強
し
て
い
き
た
い
」
と
今

後
の
抱
負
が
語
ら
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
の
フ
リ
ー
ト
ー

ク
で
は
「
公
共
交
通
機
関

の
便
が
悪
く
、
自
動
車
を

持
っ
て
い
な
い
留
学
生
は

移
動
が
不
便
」「
留
学
生

の
学
生
交
流
学
習
室
を
勉

学
の
た
め
夜
遅
く
ま
で
開

放
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の

話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
川
西
正
志
副
学

長
か
ら
留
学
生
に
、
日
本

語
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、

こ
れ
か
ら
の
就
職
に
は
国
際

的
に
英
語
が
必
須
に
な
る
た

め
「
い
ん
ぐ
り
っ
し
ゅ
る
ー

む
」
や
「
ス
ポ
ー
ツ
国
際
セ

ミ
ナ
ー
」
な
ど
、
英
語
を
学

べ
る
機
会
を
活
か
し
、
話
せ

る
人
材
に
な
る
こ
と
が
大
事

だ
と
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

体
育
会
総
会
を
開
催

　

鹿
屋
体
育
大
学
体
育
会
で

は
、
２
月
３
日
に
第
２
回
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

定
期
総
会
は
、
例
年
２

回
、
役
員
の
選
出
や
体
育
会

の
予
算
等
、
体
育
会
の
活
動

に
関
す
る
重
要
な
案
件
に
つ

い
て
、
構
成
員
で
あ
る
学
部

学
生
か
ら
の
承
認
を
得
る
た

め
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
総
会
で
は
、
平
成

27
年
度
の
体
育
会
活
動
報
告

及
び
決
算
報
告
と
、
平
成
28

年
度
新
体
育
会
役
員
の
選
出

が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
33
代
会
長
に
は
、
水
野

泰
貴
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
総
合

課
程
２
年
・
ウ
イ
ン
ド
サ
ー

フ
ィ
ン
部
所
属
）
が
会
長
候

補
者
と
し
て
挨
拶
し
、
副
会

長
及
び
総
務
・
事
業
・
渉

外
・
会
計
の
各
局
長
・
局
員

を
紹
介
。
そ
の
後
学
生
に
よ

る
投
票
が
行
わ
れ
、
全
候
補

者
が
信
任
さ
れ
ま
し
た
。
学

生
た
ち
が
今
後
の
体
育
会
活

動
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

大
変
有
意
義
な
総
会
と
な
り

ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
１

月
28
日
、
29
日
の
両
日
、
同

大
と
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会

と
の
共
催
で
「
平
成
27
年
度

ス
ポ
ー
ツ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
公
立

の
中
学
校
、
高
等
学
校
、
特

別
支
援
学
校
の
保
健
体
育
担

当
教
員
及
び
運
動
部
活
動
指

導
者
、
並
び
に
競
技
団
体
の

競
技
力
向
上
担
当
指
導
者
を

対
象
に
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ

及
び
健
康
に
関
す
る
専
門
的

研
究
や
最
新
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
法
の
研
修
を
実
施
し
、
競

技
力
向
上
を
担
う
指
導
者
と

し
て
の
資
質
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
毎
年
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
「
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
概
論
」
「
ス
ポ
ー
ツ

心
理
」
「
ス
ピ
ー
ド
・
パ

ワ
ー
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
理

論
と
実
際
）
」
「
ス
ポ
ー
ツ

障
害
の
予
防
と
対
策
」
「
ス

ポ
ー
ツ
栄
養
」
に
つ
い
て
講

義
と
実
技
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
栄
養
で
は
「
ア
ス
リ
ー

ト
食
堂
」
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

で
は
「
Ｓ
Ｐ
Ｌ
ａ
ｂ
」
も
活

用
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

貯
筋
運
動
指
導
者
講
習
会
を
開
催

　

1
月
29
日
、
鹿
屋
体
育
大

学
に
お
い
て
、
高
齢
者
の
運

動
指
導
者
（
リ
ー
ダ
ー
）
養

成
を
目
的
と
し
た
「
動
け
る

日
本
人
育
成
の
た
め
の
貯
筋

運
動
指
導
者
講
習
会
」
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
Ｎ
Ｉ
Ｆ
Ｓ
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
主
催
）
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
は
、
安
全

で
、
楽
し
く
筋
力
を
貯
め
る

こ
と
が
で
き
る
「
貯
筋
運

動
」
を
広
め
る
と
と
も
に
、

指
導
者
養
成
を
図
る
た
め
毎

年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、

県
内
の
介
護
施
設
で
従
事
さ

れ
て
い
る
方
や
行
政
・
福
祉

関
係
の
方
な
ど
60
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
習
会
は
、
貯
筋
運
動
教

室
の
す
す
め
方
、
貯
筋
運
動

に
よ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
効
果

や
認
知
症
改
善
、
介
護
施
設

に
お
け
る
貯
筋
運
動
の
実

践
、
貯
筋
運
動
の
実
践
と
残

高
チ
ェ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
鹿

屋
体
育
大
学
の
教
員
に
よ
る

講
義
・
演
習
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

募
集
の
際
は
、
定
員
を
大

幅
に
超
え
る
申
込
み
が
あ

り
、
貯
筋
運
動
へ
の
関
心
の

高
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

第33代会長の
水野さん
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体
育
部
長
の
中
村
千
咲
さ
ん

（
同
２
年
）
は
「
準
備
が
大

変
だ
っ
た
が
、
こ
ん
な
に
盛

り
上
が
っ
て
や
っ
て
よ
か
っ

た
」
と
感
激
し
た
様
子
で
し

た
。
参
加
し
た
学
生
か
ら
も

「
み
ん
な
で
食
べ
る
と
お
い

し
い
。
作
っ
た
人
の
思
い
も

す
ご
く
伝
わ
っ
て
き
た
」
と

笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

本
財
団
の
賛
助
会
員
制
度
は
、
平
成
元
年

四
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
年
会
費
（
寄
付
金
）

は
一
口　

企
業
三
万
円
、
個
人
一
万
円
か
ら
で

す
。

　

本
財
団
は
、
公
益
財
団
法
人
と
し
て
認
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
本
財
団
に
対
す
る
年
会
費

（
寄
付
金
）
に
つ
き
ま
し
て
は
税
法
上
の
優
遇

措
置
が
あ
り
、
二
千
円
を
超
え
る
ご
寄
付
に

つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
超
え
る
額
に
つ
い
て
所

得
税
の
寄
付
金
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
年
会
費
は
、
振
り
込
み
も
し
く
は
現
金
で

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

振
り
込
み
の
場
合
は
、
次
の
金
融
機
関
へ

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・ 

鹿
児
島
銀
行
鹿
屋
支
店

　
　
（
普
）
九
三
二
〇
六
七

・ 

鹿
児
島
興
業
信
用
組
合　

古
江
支
店

　
　
（
普
）
三
五
八
二
一
一

・ 

鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫　

西
原
支
店

　
　
（
普
）
〇
〇
四
三
八
〇

∧
口
座
名
義
∨

公
益
財
団
法
人　

鹿
屋
体
育
大
学
体
育
・
ス

ポ
ー
ツ
振
興
教
育
財
団

　
　

理
事
長　

風
呂
井
敬

　

本
財
団
の
活
動
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
関
係
各
位
の
格
別
な
る
御
高
配
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

保
護
者
か
ら
の
声
（
賛
助
会
費
振
込
み
用
紙
通
信
欄
よ
り
）

　

娘
が
四
年
間
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
多
く
の
在
学
生
・
卒
業
生

の
皆
様
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
ス
ポ
ー
ツ
シ
ー

ン
で
活
躍
さ
れ
ま
す
事
を
お
祈
り
申
し
上

げ
、
又
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
頑
張
れ
鹿

屋
体
育
大
学
！　
　
　
【
福
岡
県　

田
中
様
】

　

四
年
間
の
学
生
宿
舎
生
活
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
埼
玉
県　

土
信
田
様
】

事
務
局
か
ら

闘いのスケジュール ４月
１日	 第 70 回全日本体操競技選手権大会
	 （～ 3　東京 / 代々木第一体育館）
２日	 平成 28年全日本選抜柔道体重別選手権大会
	 （～ 3　福岡 / 福岡国際センター）
４日	 第 92回日本選手権水泳競技大会
	 （～ 10 日　東京 / 東京辰巳国際水泳場）
16日	全日本選手権自転車競技大会－トラック
	 （～ 17　静岡 / ベロドローム）
29日	第 18回全日本学生選手権クリテリウム大会
	 （滋賀県 / 東近江市ふれあい公園）

　
賛
助
会
費
は
、　

奨
学
金
、
国

際
交
流
、
学
内
研
修
等
に
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　

１
月
30
日
、
鹿
屋
体
育
大

学
学
生
宿
舎
会
で
は
、
学
生

宿
舎
入
居
者
の
交
流
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
「
新
春
も
ち
つ
き

大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
入
居
者
間

の
交
流
を
深
め
る
と
と
も

に
、
楽
し
い
思
い
出
づ
く
り

の
た
め
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

る
も
の
。

　

当
日
は
、
学
生
食
堂
に
二

つ
の
臼
を
準
備
し
、
休
む
間

も
な
く
み
ん
な
で
も
ち
米
を

つ
き
ま
し
た
。
途
中
、
森
司

朗
学
長
補
佐
の
飛
び
入
り
な

ど
も
あ
っ
て
た
い
へ
ん
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
食
堂
職
員

が
つ
き
あ
が
っ
た
餅
を
次
か

ら
次
へ
と
ち
ぎ
っ
て
だ
ん
ご

状
に
す
る
と
、
集
ま
っ
た
約

２
０
０
名
の
入
居
学
生
・
教

職
員
ら
は
、
き
な
粉
、
小

豆
、
磯
辺
焼
き
な
ど
好
み
の

味
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
平

ら
げ
て
い
ま
し
た
。

　

宿
舎
会
会
長
の
大
和
谷
健

太
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
総
合
課

程
３
年
）
は
「
ど
れ
だ
け
来

て
く
れ
る
か
心
配
だ
っ
た

が
、
予
想
以
上
に
集
ま
っ
て

く
れ
た
。
手
伝
っ
て
く
れ
た

食
堂
の
方
々
に
感
謝
し
た

い
」、
担
当
し
た
同
会
文
化

学内行事  ４月
１日	・新入生オリエンテーション①②
	 ・第３年次編入生オリエンテーション①
	 ・英語プレイスメントテスト（1年次）
	 ・新入生合宿研修（～2日）
	 ・定期健康診断（～6日）
２日	・第３年次編入生オリエンテーション②
４日	・在学生ガイダンス（2・3・4年次）
	 ・小クラス懇談会（2・3・4年次）
	 ・メディカルチェック（1年次）
５日	・入学式
	 ・新入生・保護者とクラス担任との懇談会
	 ・大学院新入生オリエンテーション
	 ・大学院在学生ガイダンス
	 ・学生宿舎入居者ガイダンス
６日	・新入生オリエンテーション③
	 ・関連実技科目ガイダンス
７日	・授業開始	 ・履修登録期間（～20日）
22日	・競技力向上の会
28日	・研究題目届・学位論文変更届（修士）提出締切
	 ・論文主題・研究計画書・博士論文作成計画書提出締切
下旬	・日本学生支援機構奨学金申請説明会
	 ・学生宿舎大掃除

ブ
ー
タ
ン
の
研
修
員
が

鹿
屋
体
育
大
学
を
訪
問

　

１
月
30
日
、
東
京
サ
テ
ラ

イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
る
筑

波
大
学
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
文

京
校
舎
に
お
い
て
、
同
窓
生

と
鹿
屋
体
育
大
学
と
の
情
報

交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
の
情
報
交
換
会
は
、

同
窓
生
と
大
学
関
係
者
と
が

意
見
交
換
や
情
報
交
換
を
行

う
こ
と
に
よ
り
今
後
の
大
学

運
営
や
在
学
生
、
同
窓
生
へ

の
支
援
等
に
活
か
す
と
と
も

に
、
相
互
の
交
流
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
同
窓
会
と
同
大

学
が
連
携
し
て
開
催
し
た
も

の
で
、
同
窓
生
、
退
職
教

員
、
大
学
関
係
者
な
ど
約
50

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

会
は
福
永
哲
夫
学
長
、
濱

田
幸
二
同
窓
会
会
長
に
よ
る

挨
拶
に
は
じ
ま
り
、
川
西
正

志
副
学
長
か
ら
同
大
学
の
現

状
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
（
株
）
テ

レ
ビ
朝
日
ス
ポ
ー
ツ
局
ス

ポ
ー
ツ
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

で
、
同
大
学
の
経
営
協
議
会

学
外
委
員
で
も
あ
る
宮
嶋
泰

子
氏
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

に
、
「
教
育
」
「
研
究
」

「
社
会
と
の
つ
な
が
り
」
等

に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
様
々
な
分
野
で

活
躍
す
る
同
窓
生
か
ら
は
、

今
ま
で
の
経
験
に
基
づ
く
貴

重
な
意
見
が
多
く
出
さ
れ
、

大
変
有
意
義
な
会
と
な
り
ま

し
た
。

【自転車競技】※は、他団体の所属選手との出場を示す
◆2016年トラックアジア自転車競技選手権大会
　（1/25～1/30　静岡県/伊豆ベロドローム）
▽男子
　オムニアム　　　　　　１位　橋本　英也
　チームパーシュート　　２位　原田　※
　マディソン　　　　　　６位　原田　※
　U23タイムトライアル 　３位　山本　大喜
　U23ロードレース　　　 15位　徳田　優
▽女子
　ポイントレース　　　　３位　上野　みなみ
　オムニアム　　　　　　３位　塚越　さくら
　チームパーシュート　　２位　塚越、上野　※

闘いの記録
１月

同
窓
生
と
の
情
報
交
換
会
を
開
催

記
録
的
な
大
雪

新
春
恒
例
の
も
ち
つ
き
大
会
を
開
催

力一杯つく森（司）学長補佐

食堂職員ももちをこねあげるのに大忙し 宮嶋氏 
　

鹿
児
島
県
ア
ジ
ア･

太

平
洋
農
村
研
修
セ
ン
タ
ー
が

受
け
入
れ
て
い
る
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
（
独
立
行
政
法
人
国
際
協

力
機
構
）
青
年
研
修
ブ
ー
タ

ン
（
体
育
教
育
コ
ー
ス
）
の

一
行
が
、
1
月
21
日
か

ら
鹿
屋
体
育
大
学
で
研

修
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
員
は
、

ブ
ー
タ
ン
で
体
育
教
員

を
し
て
い
る
10
名
。
２

週
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

う
ち
、
３
日
間
行
わ
れ

た
同
大
の
研
修
で
は
、

日
本
の
保
健
体
育
教
育

や
指
導
案
の
作
成
、
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て

の
講
義
の
ほ
か
、
マ
ッ

ト
運
動
や
縄
跳
び
、

サ
ッ
カ
ー
、
ニ
ュ
ー
ス

　

１
月
24
日
、
西
日
本
を

中
心
に
強
い
寒
気
が
流
れ
込

ん
だ
影
響
で
、
南
国
鹿
屋
も

記
録
的
な
大
雪
と
な
り
ま
し

た
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
大
雪

の
影
響
で
、
1
月
25
日
は
終

日
休
講
。あ
た
り
一
面
、真
っ

白
な
雪
景
色
と
な
っ
た
構
内

ポ
ー
ツ
な
ど
、
ブ
ー
タ
ン
で

も
即
実
践
可
能
な
運
動
の
実

技
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ど
の
研
修
も
真
剣
な
表
情

で
参
加
す
る
研
修
員
の
姿
が

印
象
的
で
し
た
。

《
一
　
般
》

カ
イ
コ
ー
㈱

《
保
護
者
》

青
森
県

上
野　

陽
久

埼
玉
県

長
畑　

芳
仁

土
信
田
正
二

千
葉
県

上
田　

陽
子

茨
城
県

水
谷　
　

章
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万
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一
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一
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一
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一
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一
万
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（
一
万
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一
万
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一
万
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一
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栃
木
県

早
川　

茂
樹

枝　
　

道
則

愛
知
県

遠
藤　

嘉
則

岐
阜
県

橋
本
一
二
三

静
岡
県

片
井　
　

功

芹
澤　

和
宏

大
阪
府

岡
田　
　

元

田
野　

恵
三

竹
林　
　

徹

中
村　

聖
子

木
下　

勝
敬

関
口　

辰
夫

滋
賀
県

草
川　

薫
人

奈
良
県

堀　
　

孝
次

下
浦　

好
央

和
歌
山
県

石
田　

大
士

森
本　

利
治

鳥
取
県

盛
山　

裕
一

岡
山
県

則
近　

一
幸

香
川
県

上
田　
　

篤

福
岡
県

田
中　

健
一

佐
賀
県

北
村　
　

茂

松
尾　

静
代

鶴　
　

利
邦

長
崎
県

福
井　

栄
二

寺
島　

正
彦

森
山　

一
仁

熊
本
県

德
丸　

成
司

西
村　

尚
晃

大
分
県

宮
下　

秀
人

園
山　

礼
子

宮
崎
県

永
岡　

栄
一

柏
木　

輝
行

鹿
児
島
県

山
口　

隆
生

土
器
手
幸
一

で
は
、出
勤
し
た
職
員
達
が
、

玄
関
前
の
雪
か
き
に
追
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

天
気
が
回
復
す
る
と
、
広

い
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
あ
ち
こ
ち

に
、
学
生
お
手
製
の
か
わ
い

い
雪
だ
る
ま
や
大
き
な
か
ま

く
ら
が
姿
を
み
せ
ま
し
た
。


